
各位

NUBIC知的財産情報の要約をお届けいたします。
尚，NUBICベンチャークラブ特別会員，一般会員にはすでにお知らせしています。

非同期型高速向流クロマトグラフ装置表 題

タンパク質、酵素、天然物由来生理活性物質、生体成分、有機合成化合物適用製品

物質の分離・精製の過程で、液－液分配で分配係数の近い物質どうしの分離、高速
液体クロマトグラフィーなど従来のカラムクロマトグラフィーの充填剤に吸着あるいは相互
作用により変性してしまう物質の分離を試料物質を損失することなく実施できる向流クロ
マトグラフ装置を提供する。有機溶媒－水系二相溶媒のほか水性二相溶媒の使用も可
能なため、タンパク質分離も行うことができる。

目 的

コイル状カラムが公転と共に自転（惑星運動）する従来の高速向流クロマトグラフ装置
の自転方向（順方向）とは逆方向の自転を行うカラムを順方向の自転をするカラムと隣接
させて公転軸から一定の距離に交互に計4つ（順方向カラム2つ及び逆方向カラム2つ)を
配置させ、送液チューブを単一ライン構成で配管してねじれを解消させた汎用型高速向
流クロマトグラフ装置の入口側と出口側のカラムの下部に新たに考案した回転シール装
置を設置し、公転速度と自転速度を非同期で回転させることを可能とした。回転シール
装置は高速回転による液漏れを防止するため、回転接続部に二重の回転シールを配置
し、側面にも回転シールを取り付ける構造とした。

カラムに偏心コイル、水性二相溶媒にポリエチレングリコール1000/リン酸二カリウム水
溶液を用い、カラムを公転速度より速い自転速度で順方向に回転した結果、良好なタン
パク質分離が達成された。
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